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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第４問 問４

正解率 54.8％
SS70～75 94.４％
SS65～70 87.３％
SS60～65 79.４％
SS55～60 70.４％
SS50～55   61.１%

第４問 問４日本史B

資料から情報を抽出して考察する問題で、各学力層で差がついた

2021年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「日本史B」
受験者数： 126,265人
平均点： 50.9点
標準偏差： 18.４

【出典】 問題・集計結果データともに、2021年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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第４問の問4は、江戸時代の貿易における輸(移)出入品をまとめた表から、当時の貿
易の特徴について考察する問題で、各学力層で差がつきました。

Xでは、表からそれぞれの貿易相手国からもたらされた輸入品が何であるかを読み
取ったうえで、生糸や絹織物に着目し、中国からもたらされたものであることを考える
力が求めれました。Yでは、中国との貿易の窓口が長崎であったことを想起し、輸出品
のなかに海産物があることを読み取る力が求められました。

日本がどこの港でどこの国と貿易を行っていたのか、という基本的な知識を踏まえたう
えで、表から必要な情報を抽出し、読み取った情報と教科書で学習した知識を関連づ
ける力が求められます。前提となる知識を正しく用いることができたかどうかで差がつ
いたと考えられます。

共通テストでも、さまざまな資料が示され、考察するタイプの出題が予想されます。こ
のような問題では、資料から情報を読み取ることと、読み取ったことを教科書で学習し
た知識と関連づける力が求められます。

これからの２か月半のご指導では、問題集や入試過去問を用いて、さまざまな資料を
もとに考えるタイプの問題に取り組ませ、資料と既習事項を関連づける練習を積ませ
ることをお勧めします。

結 果 分 析

指導の ご提案

実戦形式の類題演習のご提案ページへ

第４問 問４日本史B

資料から情報を抽出して考察する問題で、各学力層で差がついた

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/211021/211021wo2.pdf

